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改正道路交通法
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妨害運転(あおり運転)
に関する罰則の強化
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妨害運転罪

令和２年

６月30日施行
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※交通の危険を生じさせるおそれのある運転

・懲役３年以下又は５０万円以下の罰金(免許取消)

※高速自動車国道等で他の自動車を停止させる等、
著しい交通の危険を生じさせる運転

・懲役５年以下又は１００万円以下の罰金(免許取消)

前記１０類型のいずれかの違反行為があり

が、妨害運転罪となります。
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携帯電話使用等に

関する罰則の強化

(令和元年１２月１日施行)
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携帯電話を●秒以上見たらいけな
いという「●秒ルール」があるのか？

道路交通法の中に「●秒ルール」というも
のはない。

9



ハンズフリーの使用はどうなる？
また、イヤホンを使用しての運転は違反
になるのか？

ハンズフリーでの通話は違反にはなりま
せん。

しかし、イヤホン等を使用する場合、パトカーや救
急車などのサイレンの音など、安全運転に必要な音
が聞こえない状態で運転することも禁じられているの
で、両耳にイヤホンを装着したり、大音量で音楽等
を聞くなどして、安全が保てないような状態での使
用は控えてください。
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カーナビの使用はどうなるの？

道路交通法では、カーナビゲーション等
の画像注視表示装置の画像を注視する
ことも禁止している。

ただし、車が停止している場合やバック
モニターとして画像を注視する行為は、
規制の対象とはなっていない。
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交通ルール
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バスレーン規制
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◎通行禁止違反(開南付近、国際通り等片側１車線道路)
反 則 金 大型：９千円 普通：７千円 違反点数 ２点
◎通行帯違反(国道58号等片側２車線以上)
反 則 金 大型：７千円 普通：６千円 違反点数 １点

道路標識の例

◎バスレーンは、２種類あります
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バスレーン規制の場所
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指定横断等

禁止違反
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時間帯の規制

◎指定横断等禁止違反
反 則 金 大型：７千円 普通：６千円

二輪： ６千円 原付： ５千円
違反点数 １点

道路標識※右折の禁止 ！
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指定方向外

進行禁止違反
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◎指定方向外進行禁止違反
（指定された方向以外への方向に進行してはならない）
反 則 金 大型：９千円 普通：７千円

二輪： ６千円 原付： ５千円
違反点数 ２点

時間帯の規制

※直進のみ
右折・左折の禁止 ！
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横断歩行者等

妨害違反
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◎横断歩行者等妨害等違反(3ヶ月以下の懲役又は5万円以下の罰金)
横断歩道等を横断し、または、横断しようとする歩行者等があるときは、

その横断歩道の前で一時停止し、通行を妨げないようにしなければならな
い。
反 則 金 大型：1万2千円 普通：9千円

二輪：7千円 原付：6千円
違反点数 2点

※歩行者を妨害すると
違反になります
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交通事故の現状
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県内の交通人身事故発生状況

区 分 発生件数 死者数 負傷者数

令和２年 ２，８０８ ２２件・２２人 ３，３１２

平成元年 ４，０７５ ３５件・３６人 ４，８９７

増 減 数 －１，２６７ -１３件・ｰ１４人 －１，５８５

増減率（％） －３１.１ - ３７.１・- ３８.９ －３２.４

令和２年１２月３１日現在（概数）
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令和２年中の沖縄県内交通事故発生状況

○ 物損事故（既届）は年間約

一日平均 約 １０９ 件発生
○ 事故（既届）は年間

一日平均 約 １１６ 件発生
死亡事故 ２２ 件･２２ 人
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25

令和２年中 国際通り付近
人身事故 発生場所
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令和２年中 国際通り付近
人身・物損事故 発生場所
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令和２年中 トラック協会付近
人身事故 発生場所
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令和２年中 トラック協会付近
人身・物損事故 発生場所
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人為的なミスによる

交通事故
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認知の欠如
73.1%

その他0.2%

判断ミス
18.8%

操作8.0%

事故原因の約90％は、認知・判断のミスによる

～ 認知 ⇒ 判断 ⇒ 操作 ～

運転者に起因する事故原因の割合
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垂直・水平錯視
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二輪車二輪車は四輪車と比べて車体が小さく、
見落とされたり、距離感がつかみにくい
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防衛運転の励行

●止まるだろう → ●止まらないだろう

●徐行するだろう→ ●徐行しないだろう

●見てるだろう → ●見てないだろう

○自分から注意すれば事故は防げる
○優先意識をもたない
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飲酒運転について
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H27・H28・H30・R1 における飲酒運転の検挙実数全国最多
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沖縄県内における飲酒運転検挙状況
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夜間における

事故抑止対策
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危険予測に基づく
交通事故防止
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事故の多くが、交差点内で発生！

右左折時は、死角に注意！！

右折 → 右側方 左折 → 左側
方
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安全運転は

職場のため

本人のため

大切な家族のため
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